
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
主
体
性
を
重
視
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
的

に
市
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
関

係
で
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
け
る
風
土

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
情
報
公
開
は
情
報
非
公
開
と
思
わ
れ

ま
す
。
市
長
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
組

織
、
個
人
を
問
わ
ず
情
報
は
流
れ
て
い
ま

す
が
、
議
会
で
は
非
公
開
で
秘
密
会
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
逆
に
、
市

民
の
方
か
ら
議
員
が
情
報
を
入
手
す
る
よ

う
で
は
重
大
な
問
題
で
す
。

　

市
長
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
政
策
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
市

民
に
積
極
的
に
参
画
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
ま
す
。
あ
る
一
定
の
瀬
踏
み

を
行
い
た
い
時
に
は
、
議
員
よ
り
も
先
に
、

市
民
に
話
を
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え

ま
す
。

問
債
務
の
平
準
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

大
願
寺
山
開
発
に
関
わ
る
借
金
の
返

済
計
画
で
す
が
、
市
長
の
か
た
く
な
な
態

度
と
、
議
案
を
上
程
す
る
ま
で
黙
し
て
お

き
な
が
ら
、
早
く
早
く
と
可
決
を
求
め
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
議
会
は
市
長
を
信

用
し
ま
せ
ん
。
も
っ
と
誠
意
の
あ
る
対
応

は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ト
レ
イ
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
分
委
託
料
の
補
正
予
算

可
決
さ
れ
る
。

　

3
月
定
例
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
懸

案
事
項
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
委
託
業
者

が
処
分
を
せ
ず
、
広
島
市
内
に
放
置
さ
れ

て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
処
分
に
要

す
る
委
託
料
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
件
に
関
す
る
議
案
（
議
案
第
41
号
平

成
17
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
））
を
審
査
し
た
総
務
文
教
委
員

会
に
お
け
る
主
な
質
疑
・
答
弁
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

大願寺地区の造成地

　

ま
た
、「
大
竹
中
央
工
業
団
地
」
は
売

却
す
る
気
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
他
の

自
治
体
の
例
を
見
習
っ
て
東
京
事
務
所
等

を
開
設
し
、
も
っ
と
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答（
債
務
の
平
準
化
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
質
問
者
に
対
す
る
答
弁

と
同
じ
で
す
。）

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
、
職
員
に

よ
る
企
業
訪
問
に
つ
い
て
も
昨
年
以
上
に

行
う
と
と
も
に
、
広
島
県
と
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
情
報
交
換
等
が
で
き
る
体
制
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

請
願
・
陳
情

　

3
月
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
中
の

陳
情
2
件
に
加
え
、
新
た
に
陳
情
1
件

が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

「
公
立
保
育
所
廃
止
・
民
営
化
の
中
止

を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て
」

―
継
続
審
査
―

陳
情
者

大
竹
の
こ
ど
も
を
守
る
会

大
竹
保
育
所
保
護
者
会
吉
岡
美
智
子
氏

外
3
保
護
者
会
会
長

問
粉
飾
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
川
市

政
に
終
始
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

中
川
市
政
が
行
っ
た
4
年
間
の
行
政
施
策

を
振
り
返
り
、
市
長
自
身
ど
う
評
価
さ
れ

て
い
る
か
素
直
な
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
4
年
前
に
掲
げ
た
公
約
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
一
方
で
、「
活

力
あ
る
住
み
や
す
い
大
竹
市
」
を
市
民
の

方
々
に
実
感
し
て
も
ら
う
に
は
、
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
主
自
立
（
律
）
の
自
治
体

と
な
る
べ
く
、
財
政
再
建
等
の
道
筋
は
で

き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
は
地
域
の
子
育
て
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
公
立

保
育
所
を
廃
止
・
民
営
化
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
不
安
な
世
情
だ
か

ら
こ
そ
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
最
善

を
尽
く
す
必
要
が
あ
り
、
本
市
で
子
育

て
が
望
ま
れ
る
よ
う
な
保
育
行
政
の
推

進
を
強
く
求
め
る
。
と
い
う
内
容
で
す
。

　

な
お
、
木
野
小
学
校
の
統
廃
合
を
行

わ
な
い
事
を
求
め
る
陳
情
書
、
木
野
保

育
所
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書
の
2
件

の
陳
情
は
継
続
審
査
と
し
て
お
り
ま
す
。

市
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は
売
却
に
適
さ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の

処
理
あ
る
い
は
売
却
す
る
ま
で
の
破
砕
・

圧
縮
・
梱
包
等
の
処
理
を
考
え
る
と
、
適

正
な
処
分
価
格
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ゼ

ロ
円
で
見
積
も
り
を
提
出
し
て
き
た
業
者

は
市
の
調
査
に
対
し
、
輸
出
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
県
な
ら
び
に
環
境
省
の
指

摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
見
積
も
り

条
件
で
は
輸
出
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
い

う
設
定
に
し
て
い
る
。

問
処
理
業
者
を
選
定
す
る
際
の
条
件
は

ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
か
。

問
今
回
提
出
さ
れ
た
ト
レ
イ
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
分
費
2
千
8
9
5
万
円
の

算
出
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

答
昨
年
の
9
月
議
会
で
認
め
ら
れ
た

補
正
予
算
5
千
7
0
0
万
円
に
よ

り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
合
計
4
1
7
・

6
3
ト
ン
を
1
千
8
9
6
万
7
千
7
7
9

円
で
処
理
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
予
算
残
額
が

3
千
8
0
3
万
2
千
2
2
1
円
あ
る
た
め
、

仮
に
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
価
格
、

ト
ン
当
た
り
3
万
7
千
4
5
0
円
で
処
理

す
る
と
す
れ
ば
、
1
千
1
5
・
5
5
ト
ン

処
理
で
き
る
計
算
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
と
し
て

は
残
り
約
7
7
0
ト
ン
分
の
処
分
費
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
今
回
の
解
決
策
に
つ
い
て
庁
内
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
検
討

し
、
合
計
2
4
2
の
関
連
業
者
に
見
積
も

り
案
内
を
出
し
た
と
聞
く
が
、
有
価
物
と

し
て
の
売
却
は
視
野
に
入
れ
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
見
積
額
を
ゼ
ロ
円
で
回
答
し

て
き
た
業
者
も
あ
る
が
、
採
用
で
き
な
い

理
由
は
ど
う
か
。

答
有
価
物
と
し
て
売
却
さ
れ
れ
ば
、
最

終
確
認
と
い
う
市
の
責
任
は
な
く

な
る
が
、
売
却
さ
れ
る
先
が
ど
の
よ
う
な

会
社
な
の
か
、
ま
た
確
実
に
商
行
為
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
生

じ
て
く
る
。
実
際
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

3
月
2
日　

産
業
厚
生
委
員
会

3
月
3
日　

総
務
文
教
委
員
会

3
月
6
日　

建
設
水
道
委
員
会
・
協
議
会

3
月
7
日　

 

岩
国
・
大
竹
道
路
対
策
特
別

委
員
会

3
月
9
日　

本
会
議

　
　

〃　
　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

3
月
10
日　

本
会
議

　
　

〃　
　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
16
日　

建
設
水
道
委
員
会

3
月
17
日　

総
務
文
教
委
員
会

3
月
20
日　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

〃　
　

議
会
運
営
委
員
会

3
月
23
日　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

〃　
　

議
会
運
営
委
員
会

3
月
24
日　

総
務
文
教
委
員
会

　
　

〃　
　

議
会
運
営
委
員
会

3
月
27
日　

本
会
議

2
月
1
日　

議
員
全
員
協
議
会

2
月
2
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

〜
3
日　

管
外
視
察

2
月
8
日　

分
権
改
革
推
進
会
議
・
全
国

　

〜
10
日　

 

市
議
会
議
長
会
理
事
会
（
東

京
都
）

2
月
13
日　

 

産
業
厚
生
委
員
協
議
会

　
　

〃　
　

議
員
全
員
協
議
会

2
月
14
日　

議
会
運
営
委
員
会
管
外
視
察

　

〜
15
日

2
月
22
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　

〃　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　
　

建
設
水
道
委
員
協
議
会

3
月
1
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　
　

本
会
議

議
会
日
誌

答
見
積
も
り
案
内
の
際
に
、
ま
ず
輸
出

を
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
か
ら
で
き
る

だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た
や
り
方
で
や

る
こ
と
、
実
績
が
あ
れ
ば
併
せ
て
提
出
す

る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
照
会

し
た
と
こ
ろ
は
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
で

あ
る
た
め
、
そ
の
施
設
を
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
と
し
て
届
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も

条
件
に
加
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

安
全
・
確
実
が
最
優
先
さ
れ
る
た
め
、
実

績
が
な
い
こ
と
は
か
な
り
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
る
が
、
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

実
際
に
現
地
で
調
べ
、
そ
の
業
者
が
存
在

す
る
自
治
体
に
お
い
て
も
聞
き
取
り
調
査

や
自
治
体
の
考
え
方
も
調
査
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

問
ニ
コ
ー
株
式
会
社
に
対
す
る
法
的
措

置
は
考
え
て
い
る
か
。

答
現
在
は
業
務
不
履
行
に
よ
る
委
託

料
の
返
還
請
求
を
行
っ
て
い
る
が
、

廃
プ
ラ
の
処
理
が
完
了
し
、
金
額
が
確
定

し
た
段
階
で
の
提
訴
を
考
え
て
い
る
。

　
　

〃　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　
　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
28
日　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
29
日　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
30
日　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　
　

本
会
議

　
　

〃　
　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

〃　
　

議
員
全
員
協
議
会

4
月
6
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

4
月
17
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

4
月
18
日　

議
員
全
員
協
議
会

4
月
19
日　

 

広
島
県
市
議
会
議
長
会
定
例

会
（
広
島
市
）

4
月
24
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

4
月
25
日　

 

中
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

　

〜
26
日　

会
（
松
江
市
）
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